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１０月３１日と１１月１日に和歌山市で開催された、

「世界津波の日」２０１８ 高校生サミットで議長を務
めた本校２年生の伊森安美さんが、同じく議長を務めた

日高高校の中井充歩さんとともに、１１月２２日に東京
の文部科学省や気象庁などを訪れました。二人は、津波
防災についてのスタディツアーや議論をとおして、日本

の津波の歴史や防災・減災の取組を学ぶとともに、「災
害から命を守る」、「災害に備える」、「災害から生き

抜く」の３分野に分かれて討議をし、最終的にはサミッ
ト全体の成果文書として「稲むらの火承継宣言」を採択
したことを報告しました。

さらに１２月６日には串本・古座川町、１２月１９日
には和歌山県を表敬訪問しました。県への報告では、伊
森さんは仁坂知事から感想を求められ、「世界中の人を

つなげる役割と、浜口梧陵の精神を世界中に広げること
ができた」や、「世界の人々と関わる仕事をしてみたい

と」今後の抱負を述べました。
今回のサミットでは学校としても、１０月３０日にＪ

Ｒ串本・新宮間の列車内で行われたスタディーツアーに

参加し、貴重な体験をすることができました。このよう
な体験をを通じて，高校生たちが、将来、地震・津波の

影響を最小化し、防災・減災分野における主導的な役割
を担うリーダーとして活躍することが期待されます。
伊森さんを始め、参加・協力した皆さん、あらためて

ご苦労様でした。

１２月７日（金）に、生徒会執行部の８名が串本町役

場を訪れ、文化祭での売上金や募金箱を設置するなどし

て集めた１８，７０４円を、平成３０年７月豪雨災害義

援 金 と し て 、 田 嶋 勝 正 町 長

に 託 し ま し た 。 町 長 か ら は

「 高 校 生 が こ の よ う な 活 動

に 積 極 的 に 取 り 組 ん で く れ

る こ と を う れ し く 思 う 」 と

い う 感 謝 の 言 葉 を い た だ き

ま し た 。 募 金 活 動 に ご 協 力

い た 皆 様 、 あ り が と う ご ざ

いました。

１２月２３日（日）に串本町文化センターにて行われ

た、第４７回和歌山県アンサンブルコンテスト紀南地区

大会に、本校からは打楽器五重奏が出場しました。本番

では練習の成果を遺憾なく発揮し、県大会へ出場するこ

とになりました。

県大会でも活躍を期待しています。

終業式では校長先生から、２学期の振り返りの話があ

りました。その中で、２学期始業式で話をされた「５つ

のＣ （ condition（状 況）、 combination（組 み合 わせ）、 control
（目 標に向か って自 分の心 と体をコ ントロール する ）、

concentration（集 中 ）、 confidence（自 信 ））」 の話も ありま し
たが、生徒たちも内容を覚えていて、校長先生の問いか

けに、何人かの生徒が思い

出して、答えてくれました。

あわせて行った各種表彰

では、世界津波サミット関

係の賞状伝達、演劇部、柔

道部、弓道部の県大会での

上位入賞の褒賞が行われま

した。各部の上位大会での

活躍を期待しています。

１２月１６日（日）に串本町の田並劇場で、本校演劇

部の冬公演を行いました。今回の作品『こたつ劇場』は

古座校舎３年の出口琴子さんの創作脚本で、今年度の県

高校演劇祭で第２位優秀賞を受賞し、１１月に行われた

第３８回近畿高校総合文化祭徳島大会に和歌山代表とし

て出場、上演した作品です。審査員からは「自然なやり

とりと実在感が素晴らしい」との講評をいただいていま

す。キャストは１年生の田川愛里さんと吉川和葵さん、

３年竹内玲奈さんと１年花尻葵さんが照明を担当しまし

た。これは、不登校の中３生二人による対話劇で、その

題名のとおり、こたつで二人が、語り合いながら話が進

んでいきます。

公演が行われた田並劇場は、串本町田並のＪＲ田並駅

前で１９５０～６０年代に使われ、その後閉館となって

いました。これを、東京から田並に移り住んだ林憲昭夫

妻が修復を手掛け、再建したものです。レトロ感あふれ

る劇場での若者二人による演劇は、非常に新鮮なもので

した。

公演にお越しいただいた皆様、またご協力いただいた

皆様、ありがとうございました。


